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餌ァド誘引に依るマヅ害虫の生態調査
第 1 調査報告
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V 摘要

1.奪えが舎

;怯樹害虫防除陀就いては近年とれに関する研究も種々報告され、叉実行商陀於で

も強力な施策が行われて居るが冒とれ等害虫J士気象その冶の肉子に相当の影響を受

け、処に依りその生態陀も可成の変化を来すものと思われるので、当地方陀於ける

とれ等害虫の生態を明色かにせんため 1~49年 3 月より本調査を開始、現在調査続行

中であるが、一臆のJ結果を得たので之を取裡治以て訪除のー資としたく思う o向と

れに就いては調査t競行中であり、叉筆者の1奨学非才の~調査結果陀対する判断、そ

の地rc不備の点が多々あるとと L思われるので宜しく御指導、話11叱正を賜わり度い

本調査にあたり懇篤な御指導を賜った日塔正俊、場長山崎丈三、八代雄蔵の諸氏

試験地の設定に多大の便宜を典へられた甲府栄林署、叉調査に終始霊力され冷小野

馨、坂倉正之、小林稿治、渡辺去最地、平木富士子の諸氏に謹んで謝意を表する。

n，調査地の概況並に既往め被害

餌木設置箇処ば山梨螺南都留郡富士上吉田国j犬字上吉田諏訪森園有アカマツ林内

に2鑓也、並に山梨孫南部留郡富士ム吉田町大字ム吉町宇剣丸尾恩賜犠有林86林破口
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小班のツカマツ天然林内陀 1笛処で、当場かち

徒歩で諏訪森試験地迄15分剣丸尾試験地迄40分

で速する。(第 1図参照〉

諏訪森試験地は幼令、世令〆老令 (l.......20〆40'"'-'

60、200-240)木を含み樹令約200'-""'240年の老
令林、樹令約壬0，，-，60~fのよ仕令林と老梯点在の 3段

林、樹令約10'"'-'20年の幼令林の 3令級に別けら

れる。面積45.70har:flli況は標高約900m傾斜北

東向約50、地質富士火山熔宮居にB誌を混入、土

壌は細粒であって腐植質の堆積は多い、地下 1

m陀致れば概ね堅い砂磯屑に濯する。者令林は

東北線辺及南辺に僅か陀荏在するのみ、で内部は

伐採跡地の開墾地、え士令林と老樹点在の 2段林

より成り東部縁辺一帯は幼~林より成る。成長

は概して良く、立木地の曹関は中庸乃至密で濯木下草は相当侵入して居る。餌木i支

置箇処はアカマツ林の中央部北縁、登山道路を挟んで東側陀 1笛処、西側に 1筒む

で、東側の設置林は幼令林、欝閉は疎である矯陽光射入し雑草、 j草木の侵入は甚

だしい。西側の設置林はえ士令林、欝三月は中庸であるが雑草、 j窪木法相当侵入して居

る。剣丸尾試験地は樹令約的年i苛後、胃潰107.66ha、地凡[士標高約900m{frpr~4北京

向約50、地質は富士火山熔岩流裸出〈貞観年間噴よH)、腐植の堆積は僅か数cmで

あってアカマツの生長は極めて悪く、欝閣は疎であるが殆んど草本の侵入を欠き多

少の濯木類の侵入を見るのみ、である。餌木設置箇処は林内東北部に 1筒処とした。

既控の被害陀関しては調査されて居ないが筆者の目撃した込巳依ると諏訪森式敬

地陀於ては19壬9年 3月調査林分周辺の近接マツ林陀相当数伯、端枯札を認め、調;tt林

分中陀も登山遺東側の餌フド;設置箇処附近陀多少の:伯、端枯れを認めた。猶近接林分の

アカマツは1950年 3 月迄肥大部分伐例され処分木は樹J宇都のみ~j 投̂ H され校接J士伐弔

跡地陀残留散乱して居るが剥皮調査の結果、之等技J良部への害出の侵入はは認め

ちれなかった。叉調査林に於ても査山道西側は登山道より50mを残し、内部の?段

林は1950年 1月以降3月迄に全部伐採され、処分木は荘j幹部、校深共陀搬古整理さ

れ伐根の剥皮も行われて居る。剣丸尾試験地に於ても被害扶J設は大体諏訪森試験地

と同様であるが、調査林分周辺の近援林分の立木の柏、端部の被害は諏訪森試験地に

比して多少少ない。瀦調奈林分及び近接林分に於てlU18苧秋以海1950年3月迄に戊
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採された処分木の枝際部は林?守陀多致散乱して居るが制度調杏の結果、之等枝j陵部

への害虫の侵入は認められなかった。時して諏訪森、剣丸尾試験地共立木樹幹部へ

の害虫の穿入は認められない。

][，調室材料並!こ調査方法

1，供試餌木

諏訪森試験地に於ては第 1 回設置鉾木士、 194~年 2 月剣丸尾試験地陀於て伐倒し

た間伐木を用ひ、第2回以降J土毎回山梨鯨南都留郡富士上吉田町大字上吉田字問

山恩賜鯨有林86林班イ小近内アカマツ天然林内の間伐木を用いた。とれは樹幹部を

1，5m陀玉切り、名、丸太の直経と樹皮厚を測定し調査に供した。設置陀際しては

予め選定して置いた箇処に枕永を置きその上に元口をのせ末口を地表に惹け長軸が

南北になる様に向び合はせに孟ダリに記置した。猶詞;木九太の木口に番号札を打ち、

目印として調査朝間中丸太の位置と設置欣認の変動を努めて避;ナる様にした。

剣丸尾試験地に於ては毎回錦木設置林内の衰勢木主選定伐採し諏訪森試験地の場

合と同様な}j法で設置、調王室に供した。設置に捺しては熔昔を枕にしそのJ二に丸太

の長軸の方l司が東西に成る様にした。(写真 1)

餌木の，詳細は第 1表の通りである。

飼木測定表第 1表
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d~I i宜元
嬢 3団設置餌木
径 (cm) r 樹皮
口(末口!元日

厚
一
末

(mm) 
口

長引子口lfm吊JJt 厚|末 (mm) 口
22.0 184 ，0 14.0 8 0 
17 5 14_8 HL5 4 0 
18.5 14.0 7.0 2 0 
18.1 15.5 6.0 2.0 
14.5 12.0 5.0 2.0 
14..0 12.5 3 0 1.0 
14.5 11.0 1.5 1.0 
12.5 11.0 1 0 1 0 

区 13，7 12 5 1.0 10 
X 11.2 7 5 LO 0.5 

平均 15，7 12.9 5.2 2.3 

半三
第 5団 m設)置餌木

直
樫 ( c~ 2_ 1 樹 皮口 j厚末

(mm) 
フじ 口[末口克 口

事事

25.0 19，5 12.5 5.0 
20，0 18.0 12，0 50 
12，0 9.5. 7.5 3 0 
20.0 17.0 4.0 1.5 
18.0 - 17，0 3.0 1.5 
16.5 15.0 3.0 15 
165 14.5 2.5 1.5 

国 14.5 13.5 2.0 ].0 
区 14.0 1~~.5 10 1.0 
X 12.0 10.5 1.0 1.0 

平均 16.9 14.7 4.9 2.3 
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2，調査方訣

餌木を設置した後一定期間を置いて之を検杏し、毎回之陀集束する害虫数及び穿

入した虫孔敬を調査記録し、叉各丸太の表面積を 10等分し、各区分上陀分布する

虫数を調，査して害虫の穿入叉は潜伏の位置関係をも調杏した。ヨ売に餌木の伏込後時

日の経過陀従い之に飛来する虫数減少し絡に飛来虫を認めなくなった後耳木を徹牧

L剥皮調査を行い害虫の繁積欣設を調査した。

餌木の調査は 5日毎陀観察を行ろ予定であっ/とが、実地に当つては支障のため不

規則になった。

且調査結果

1，誘引害虫の種類

本調杏に於て飛来を認めた害虫の種類J士号たの通りである。

マツノキクイムシ ( M yelophi1us piniperda LINN AEUS) 

マツノコキクイムシ (Myelophilus minor HARTIG) 

マツノヵパイロキクイムシ (Hylurgops glabratus ZETTERSTEDT) 

マツノi ムツパキクイムシ ( 1 ps acumina tus G YLLEN日AL)

マツノコ・クロキクイムシ? (Hylastes opacus ERICHSON) 

マツマルコシンクイム V' (Xyleborus validu"1 EICHHOFF) 

マツキ・ボシゾウムシ (Pissodes nitidus ROELQFS) 

マツノシラホシゾウムシ (Cryptor・rhynchus insidiosus RO ELO FS) 

クロコプゾウ (Niphadesvariegatus ROELOFS) 

マツアナアキゾウムシ

オオゾウムシ

サピカミキリ

クロJ カきキリ

ピロウドカミキリ，

2， ~来期間

(Hylo bius abietis harolidi F AUST) 

(Sipalus hypoircta BOHEMAN) 

(Ciocephalus rusticus LINNAEUS) 

CSpondylis bupresto:des LINN AEUS) 

(Dihammus cervinu8 HOPE) 

194.9年3月より 1950年4月宇旬迄約 1ヶ年の調杏陀於て各餌木に飛来した害虫

数を調査月目毎に種類別に表示すれば第2表の通りである。叉周年来期を月別に示

せば第2図の通りである。

マツノキクイムシ



， 29 ) 
194.9年比於ては諏訪森試勝地忙:於て4月2日陀、剣丸尾試験地陀於ては4月

6日比飛沫穿子Lを認めたが、 195C年比於ては諏訪森試臨地に於て 8月G日に1949年

10月 13日比設置した餌木、及び、1U50年2月20日に設置した本年度分第 l回設置

餌木陀飛来穿孔を認めたコ飛来絡熔期比就ては 19壬9年5月中旬以降、 マツノカパ

イロキクイの飛来穿孔を見て居るので判然しないが剥皮調査の結果より推定して

6月中旬乃至下旬と思われる。而して絡熔明に近く飛来穿孔したものには産卵を行

わないもの左多少認めた。越冬の局の餌木への飛来は殆んど認められ号、かった。

マツノコキクイムシ

との虫の穿入孔はマツノキクイムシに非常に似て屈るので外部よりの観察ではそ

の穿人を認め得なかったが剥皮調賓の結果その飛来を確認したがその数辻極めて少

なかった。

マツノカノミイロキクイムシ

飛来開始期は 5月中旬、終煩期はり月上旬であった。然しo合連の様にその穿人孔

はマツノキクイムシのそれと判別し難いので飛来開始期については判然したものは

つかみ得なかった。

マツノムツノミキクイムシ

9 "-' 10月中旬にその飛来を見たが充分な調査観察を欠いたため飛来開始期、終

組期についてL-っかりしたものがつか与得なかったので1950年度の調査で補うと

ととした。

マツマルコシンクイムシ

本虫は5月中旬より 6月上旬迄1度その飛来を認め、。月上旬再び少数の飛来を

認めた。

マツノコクロキクイムシ ? 

1919年の調査た於ては鉾木への飛来数は極めて少なく、その飛来期:習も確め得

るには至ちなかっ:モ。

マツキポシゾウムシ

1949年に於て三諏訪森、剣丸尾璃i試験地に於て4月 6日比初めてその飛来を認

めた。 l~)jO 年に 5さでは諏芳森試論地に於て 3 月 27 日比飛来を認めた。飛来格志朗

は194fl年の調査に於ては 7月中旬なるととを観奈した。剣九尾武験地に於ては

7月以降その飛来を認め主主かった。

マツノシラホシゾウムシ

飛来期間は 5月中旬より 9月中旬迄なるととを認めた。
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第 2喪餌木調査表

諏訪森試験り地(1 ) 

鐸 1回設置餌木 3月7日部置 第 2回設置餌木
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6月 15日設置
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クロコプウムシ、マツアテアキゾウムシ、コすオゾウムシ

之等は 3種共餌木への飛来は少なかったが飛来期聞はマツノジラホシゾウムシと

同様に 5月から 9月比l豆り飛来するものと思われる。

j]-ピカミキリ

6月上旬から 7月下旬迄の 2ク・月間飛来を認めた。

クロカミ リ、ピaウドカミキリ

7月上旬よ，t9月上旬迄その飛来を認めた。飛来数は少なかった6

附表 1

1 949年昂別平均気温
1 2 3 

一0.2 ].5 0.9 

5 6 J 
13.1 、15.0 20.5 

9 10 11 
気温 17.3 10.7 5.8 

4 
6.6 

8 
21.1 

12 
1.4 

1933，....1948周別平均気温 (1 6年平均)
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3.飛来数の消長及び餌木の誘引力持続明間

餌木陀飛来する害虫数の餌木設置後径j品目数陀依る消長ほ、色々の僚{宇陀依り当

然相当の変化を来すが、餌木の経過日数と、とれ陀飛来する害虫数との関係を官草木

調査表(第2表)の誘致7教に基き誘致数の多かったマツノキクイムシ、マツキボ

シゾウムシ、マツノシラホシゾウムシに就て之を種類加に観測日毎花区分すれば

第 3図の通りである。今とれについて飛来開始湖、最盛期、格治明、餌本の誘引力

持続期間について観察事項を漣べてみやう。

附表~ 1949平気象宇旬期統.ft表

平旬 J田|気温 i雨量|宇句期|無 1温 1.雨量
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10..49 2.1 11月 2-6日 6，93 12.7 

6-10 14.09 0.0 7-11 5，12 6，8 

11-15 12.24 18.9 12""'16 9.63 4，4 

16月 20 13.52 15，6 17-21 3_23 27，9 

21-25 13.38 64_3 22......26 5.53 83.0 

26~30 12，42 OA 27-1 8_77 3_85 

31.......4 13.77 9.4 J2周 2-6日 5.35 2_7 

え6JJ15-9日 13，22 70.7 
7-11 0.65 

10-14 14.77 
16.0 12-16 3_88 16.0 

15-19 15.54 137.2 17-21 0_87 21.2 

20凡 24 17.13 123.1 22，.....，25 -0.63 16，2 

25-29 14.95 0_3 21-31 -3_05 10_6 

30M4¥ 16.05 12.5 

8 

1950年気象半旬期平均鱗勧表

字句期|熱血|雨畳|字句期|翁混|雨量

1月 1ム，5自 1.0 16.2 17-21 2_5 

6-10 一2_3 14.6 22-26 2_9 

11-15 -0.9 10.2 27......31 5.1 

16，.....，20 l_8 0.0 4月 1-511 9.2 

21-25 - 0.2 一 6，..，，10 6.1 

26，..，，30 3.5 20.9 11_15 6_6 

31-4 0.9 32.0 16-20 

2用 5......9闘 3.3 8.2 

10-14 2_6 18_7 
F 

15""'19 - 2.0 4_7 

20--24 -1.1 0.0 

25，..，1 - 0_3 。。
3月 2，..，6日 3，7 一
7，..，，11 5_4 39.2 山梨麟南都留郡船津村 1

12-16 -2，6 東京管磁気象謹舶常観測所、観測
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飛来開始期

本調査に於ては各害虫共、飛来開始期の到来は餌木の設置時期陀は犬した影響

はた〈、策湿の高低陀非常陀影響される様であった。即ち越冬処上り産卵のため飛

，mする時京の還早はその策湿に左右され、鈴木へり飛来期間中は伐倒直筏設置直後
の餌木へもよく飛来した。即ち 19仰年度第1回設置餌木陀於てはさき陀もをEぺ'k

還り 4月2目、 4月6日陀、 19生9年 10月 13日陀設置した 1949年度第G回殺置餌

木、 1950年 2月初日比設置L'ko 1950年度第1回数量餌木!て 1950年8月G日陀

始めてマツノキクイムシの飛来を認めた 1~49 年は 3 月中比較均低湿の日が続き 4

月陀人り始めて半旬明平均策溜が400以上陀怠って居るo1950年陀於ては 8月

第2旬 (3月 7，-..;11日)平均策溜5.400、以後3月中は比較的低湿の日が続いた

ので飛来穿入は少友く 4月以降は連続飛来を見て居る。

マγ汗ボシグウムシの場合は 1949年は4月6日、 1り50年陀於では8月27日、

即ち字句期平信集溜4.500tJ、上になり始めて飛来を見たマツノシラホシゾウムシは

1949年は 5月 12日以降、 4三句期平均気温 12.50C以上になり始めて飛来を見売。

1949年度第2回~第5間設置鉾木陀於ては、各害虫共設置後 10日内外で飛来開

始を見た。

飛来最盛期

諏訪森試験地に於ては 1949年度第 1間設置餌木の場合r第2回設置餌木陀於け

るマツノシラホシゾウムシの場合以外は最盛穿段飛来開始日に非常陀接近して現わ

れ設置後の経過日数で 15日末満の場合多く、剣丸尾試験地陀於ではLマツノシラホ

シグウムシは第2間設置餌木の場合を除いては諏訪森試験地と類似の傾向を示した

が、マγノ4キクイムシ、マツキボヨノゾウムシの場合は飛衆最盛期は諏訪森試験地陀

比し 10白内外還〈出現した。

飛来終娘期及び誘引カ持続期間

早春陀設置、寺ウノキクイムシの穿入を多〈見た第1回設置餌木陀於ては、敦賀

後犬体害虫の飛来を見な，<主主る迄の期間ぼ約90目、第2回設置餌木に於ては設置

後50回以降陀マツノシラホシゾウムシの飛来最盛期を見、設置後60日で犬体害虫

の飛来は絡服した。第3問、第4回、第5回設置餌木陀方さては設置後40日の期聞

に杢誘引数の大多数が飛来した。(第5回設餌木は 1950年 2月21日より餌ポに

於ける害虫の越冬情況を知ちんとして剥皮調査を行った。〉第6団設置解木ば現在

(19，......，50年4月20日)盛にマツノキクイムシの飛来穿人を見てゐる。
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第 3間捜置餌木
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7月1.5目設置
10月13日以降剥皮 第 5巨l設置餌・木

8月24日設置
195つ年 2月21.日以降剥皮
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剣丸尾試験地

傍 1回設置餌木 3155以警剥度 第 2回設置餌木
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CB)，象鼻虫科その他 静 3阻設置餌・木 静 4回設薩餌木
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第・ 4表害虫の穿孔部位
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4.餌ホ丸太別誘引数及び、穿孔部fv:

樹皮守fS叉は木質部は穿孔する害虫の産卵、繁殖場所は種類陀依り異友りとれを調

査するととは餌木誘殺法を行う上陀妻嬰であるので第1回設置餌木より第5間設置

餌木迄の各餌木の剥皮調査を行った。その結果は第3表の通りである。叉樹皮下陀

於ける各餌木の喰寄席f立関係を明にすあため第3表の結果陀基き第 1問乃至弟5回

設置拝木中誘引数の最も多かった壬種につハてとれを第生表K表示した。

今とれ需について観察事項を述べると、マツノキクイムシは餌木下町厚皮部に多

く、マツキボシゾウムシ段下回薄皮部陀多く、マロノシラホシゾウ入シ、サピカミ

キリは厚皮部に多く土商、下回に依る喰寄の多寡の差は少なかった。マツノムツパ

キクイムジは薄皮部に多〈認められた。('苧真 2) 

5.産卵繁殖

マツノキクイムシ、マツキボシゾウムシ.マツ Yシラホシゾウムシ、についての

調奈在行った即ちマツノキクイムシ{て税ては母識の侵入孔と実際陀産卯を行弘、幼

虫坑を有する母坑教との比:士、第 1回設置餌木に於て訴訪森吠験地 183.0%、諏訪

森:試験地n77， 8%、剣丸尾まえ底地 67，]%で邑った。第2回設置餌オにbきでは諏訪
森試験地 148.]%、静訪森試験地1I~70.1%減日丸尾試貯地、30.1% であった。マツ

キボシゾウムシば弟・ 1問、員三2団設、世評木共5F訪森試験地 Eが幼虫、納殺が最も多

く、マツノシラホシゾウムシは第2回、第 3問、第壬間設置評フ|ミに於て弟;2回は倒

丸尾試験上tT第 3回はliJl訪森試験地 Eを除雪幼虫、血i有数は大体同教、第4回は諏訪森

試験地Eが最も多かった。従ってマツノキクイムシ、マツキボシゾウムシ;士設置筒処

の庇蔭度が可成繁殖に影響あるものと思われるが、マツノシラホシゾウムシには此

の点に関して一定した傾高は認められ友かったの

6，害虫の発育期間

飛燕穿入殺の多かったマツノキクイムシ、マツキポシジウムシ、マツノシヲホシ

ゾウムシ、ザピカミキリ陀 j古いてiS育期間調査を行った。その結果は第5表の通り

である。
第;5表害虫の発育期間調奈表

マツノキグイムシ

てE71-穿!調印 母i日出k穿開入始工り羽化
飛NrJ 遣fの日期〕 i 

備 考
|入月日開始月日

盟. 2 唖.21 81 
一一一一一一

E V. 18 官.16 60 
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i四 1 I 
|四 2 I 

I"~L一一一

老:::~備
母ム飛燕開1.;台工り
羽イ包飛来開始迄
の'UJl同(日)

8 

マヅキポシゾ。ウ

盟 6 

:ょ
I 

17 

76 

V. 18 

VI. 23 

E 

E 

l VI. 30 I 

I ¥1. 30 I 

I xI. 9 I 

ボ・
4 備

マツノシラボシヅウムン

開 始

V. 12 

11 V. 12 

VI・23

九百 19

):ょ
E 

盟

E 

とれに依れば、春期陀設置した餌木よりも夏期に設置した評木の場合の方が発育

期間は短かかった。サピカミキリは第1回~弟5回設置餌木を遇ヒ剥皮調査帯広初

化成虫を一頭も認めたかった。

多7，越

餌木陀於ける各種害虫の越多情況を知ちんとして本調査を行った。

第:3表に依れば諏訪森試験地耳の餌木陀於てはマツノムツパキクイムシの越冬を

多数認めた。(写貫:3 )叉8試験地共ゾウピムシ科、カミキリ科の幼虫態を認めた。

クロコプゾウ、マヅアナとれば飛来Lた与党虫の種類からマツノシラホシゾウムシ、

モデロウドカミキリの幼虫と忠、推される。 猶マツノキクイムクロカミキリ、キゾウ、

シの越冬のmの飛来は非常に少なかった。

要

1，本調奈報告は山梨鯨南部母郡宮士上吉田町大字上吉田宇部訪森地I有アカマツ

摘V 
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林及てX問懸同郡同町同大・字字剣丸尾地内アカマツ天然林陀於て行ったマツ害虫餌木

誘殺に就いて記した。

2.餌木に飛来康卵した種類は次の 3科 14.種である。

小議虫科(Ipidae)

マツノキクイムシ (Myelophilus piniperda LINNAEUS) 

マツノコキクイムシ

サツノカノミイロ，キクイムシ

マツノムツ。ノミキクイムシ

(M yeoIophi1us minor HARTIG) 

(Hylurgops glabratus ZETTERSTEDT) 

(Ips acmina tus GYLLENHAL) 

マツノコクロキクイムシ

マツ "'t}レコシンクイムシ

(Hylastes opacus ERICHSON) 

(Xyleborus validus EICHHOFF) 

象鼻虫科 (Curculionidae) 

マツキボシゾウムシ (Pissodes nitidus ROELOFS) 

? 

マツノシヲホシゾウムシ (Cryptorrhynchus insidiosus ROELOFS) 

ク u =-.1 プ ゾ ウ (Niphades variegatus ROELOFS) 

マツアナアキゾウムシ (H ylobius a bietis haro1idi FA WST ) 

3守 オ ゾ ウ ムI ":/ (Sipalus hypocrita BOHEMAN) 

天 1t 科 (Ceram bicidae) 

サ ピ カ 、、、、、 キ (Ciocephalus rusticus LINNAEUS) 

ク ロ ラ3 、、、、 キ リ (Spondilis baprestaides LINNAEUS) 

ピロウドカミキリ， (Dihammus cerviniis HOPE) 

3.餌木への飛来期間はきたの遇りである。

マツノキク1 イムシ 3月上旬，，-，6月下旬

マツノコキクイムシ ? 

マツノ九パイロキクイムシ 5月上旬-.9月上旬?

マツノムツパキクイムシ 9月上旬，....，10月中旬Z

マツマルコシンクイ.A":/ 5月中旬"'-'6月上旬及び9月上旬

マツノコクロキクイ‘ムシ ? 

マツキボシゾウふシ 8月下旬......7月中旬

ムツノシラホシゾウムシ 5月中旬-9月中旬

クロコプゾウ 5月中旬"， 9月中旬



マツアナアキゾウムシ 5月中旬"，!)月中旬

オオゾウムシ 5月中旬......9月中旬

サピカ

クロ カ

キ

キ

ビロウドカミキリ

6 月上旬~7 月下旬

7月上旬"，， 9月上旬

7 月主同~9 月上旬
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4.餌木に飛来する害虫数は環境に依って異なり、餌;ミ設置後飛来開:丹期、飛来

最盛期、飛来絡線明迄の期間の長短は各害虫の生活史、環境に多大の関係があるも

のとJ思わオLる。

5 マツノキクイムシ;土餌本下回厚皮部、 マツキボシゾウムシ/!j:下両漕度部、 マ

ツノシラホシゾウムシ、サピカミキリはj享皮部:亡多く上両、下[甫v亡依る喰害の多寡

の差?土少なくマツノムツパキクイムシ:ま薄皮却を多くi食害する」

6.マツノキク子ムシ、 マツキボシゾウムシの産卵繋殖には種々の制限閃子*特

に設置箇、庭の庇蔭度は相当強く影響すると盟、われるが、マツノシラホシゾウムシに

は此の鮪陀関して一定した傾l可は認えら rtない。

7.害虫の産卵より初化飛出迄の明l司法各害虫共春期より夏明陀古る場合に於て

長く、夏期比於て短かい 0

8.餌木に於ける越冬-Jtk態はきたの通りである。

マツノムツノミキクイムシ 成虫態

マツノキクイムシ 成虫態(越多数は極めて少ない。〉

ゾウピムシ科 幼虫態

'jJ キ リ f+ 幼虫 態
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R主SU M E 

1 The writer has done the investig a tion on the forest of pine 

t rees (Pinus densifloa SIEB. et. ZUOC.) in SUW2J・no-morl"K.aml噌Yo・

.shida， Kamiyoshida-machi， Minamitsuru-gun， Yamanashi四ken，and 
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the natural forest 'of pine trees Cibid.) in Kenmarubi， Kamiyoshida， 

Kamiyoshida'" machi， Minamitsuru-gun， a bout trapping of the pine 

bark-beetles by trap-logs. 

2. The trap-logs has induced the pine bark-beetles、whichinch de 

fol1owing 14 spaCIes，3 families， 

I pidae 

Ma tsu-no-ki kui-mus hi..・…・・・… CMyelophi1us Piniperda LINN AEUS) 
Matsu no-kokikui-mushi…… C Myelophi1us minor HARTIG) 
Matsu-no・kabairo-kikui-mushi(Hylurgops glabratus ZETTERSTEDT) 

Matsu-no・mutsuba-kikui.四mushi(IpHacnminatus GYLLENHAL) 

Matsu-no同kokuro・kikuトmushi(Hγastesopacus ERICHSON) '( 

Ma tsu--ma ru・koshinkui-mushi(Xyleborus validus EIC日HOFF)

Curcurlionida e 

Matsu-kiboshi-zomushi'"……… (Pissodes nitidus ROELOFS) 
Matsu-no-shirahoshi-zomushi'" (Cryp torrhynchus 

insidiosus ROELOFS) 

Kurokobu-zo"，………………・・・… (N i p hades varieg a tus RO ELO FS ) 
Matsu-anaaki-zomus hi...……… (Hylobius abietis haro1idi F AUST) 
00・zomushio.....・H ・..…ー…………(Sipalushypocrita BOHEM AN) 

Cerambi~idae 

Sabi -ka mikiri .. . .一..………………(CiocephalusrusticllS 11 NN AEUS) 
Kuro・kamikir十日…………ー…… (Spondilisbaprestaides L NN AEUS) 
Biroodo・kamikiri...……ー………(Dihammuscerv_'n s HOPE) 

3. The Pine bar k-beetτes a re induced on the trap斗0只sbetween 

following term， 

Myelophi1us P~L. ・・・・H ・・・… The fint ten days ofMarch ----.the last ten 
ピaysof June 

MyelophiIus m. H.一………?
Hylu1・0_50pSg' Z. ・・・・・・ ....・Thefirst ten days ofMay '"'-' the first ten 

days of September 

Ips a.G. …・・…-・・…・・・…...The first ten days ot Sepiember ，._， the 
middle ten da ys of October ? 

X y leborus v. E. ・・・…一…!"The mjddle ten days of May "'"' the first 
ten days of June and the first ten days 

， of September 

Hylastes o. E. ....…..……? 
Pissodes n. R.……………… The last ten days of March "'"' the midd!e 

ten days of July 
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Cryptorrhyrtchus i. R.…".The' middle ten days of May -. the middle 
te九daysof Septem ber 

Niphbdεs v.R ..・…・・・…… Tlie middle ten da ys of M ay'""the middle 
ten.days of September 

Hylobius a. h. F.…...一一…Themiddle ten davs of May ""， the 
middleten days of September 

Sipalus h. B. ・・・H ・H ・-….....The middle ten days of Ma y ~ the middle 

teロdaysofSeptember 

Ciocephalus r. L. ・・・・・・…...The first ten days of June ~ the last ten 
davs of July 

SpondilIs b. L. …n ・・ H ・・・ H …Thefirst ten days of July""_' the first ten 
days of September 

Dihammus c. H.…一...…...The first ten days of July ---the first ten 
days of September 

4. Number of the Pine bark-beetles which are induced onthe-

・trap-logs differ by their environment， and the term， from the 

time when they have been set to the first time when they induce 

them， the time when they induce the grea test number of l.hem， and 
the last time when thev induce them are grea tly inf1uenced their life 

history and their environment. 

5. Many num ber of M yelophilus， p. L. live on the thick part 
ofthe bark in the downward part of :the trap-logs， many numb町
ofPissodes n. R. on the thin' part of the bark in the downward part 

ofthem. 

Many number of CryptoI吋lnchusi. R and Ciocephalus 

r. L.live on the thickpart of the bark of the trap-logs， but the diff・-
-erence of number of them owing to the upward part or downward 

part of them is few. 

Many numb2r of Ips a. G. live on the thin part of the bark 

of the trap-Iogs 

6. 1n many restrictive factors about propaga tion of Myelophi1us 

p. L. and Pissodes n， R. except CryptoI・rhnc.us i. R. it seems that the 

extent of shade at the place where the trap-logs had deen set is 

greatlv influenced their propagation. 

7. The term 'wheロthePine， bark-beetles metamorphose their 

state from the spawning to ima耳inesis long in Spring to Summer 

and is short in Sume 

8. The state which the Pine bark-beetles)ide Qver the WinLr 

is as following， 

Ips a. G. ......…... ......... ..• A state of imagoo 
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麗yelophih語、p'.I....'r・・，，-"，.tf.~ふ A stât~ of i出agO(its tturrrberis VI位yfew}'
Curcu1ionidae' ..…...・H・...・d・Astate of larva. 
Ceram bieidae"…・'.-......川…Astate、otlar'va.-

常良主 解木言葉鷲情挺

篤民 3 マヅノムツバキグイムシの喰痕


